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学生の活躍や、取り組みなどをご存

知でしたら広報室までお寄せくださ

い。 

 Monthly Reportで紹介する他、報

道機関にも旬な話題を提供して参り

ます。 

 本誌へのご意見・ご質問等があり

ましたら広報室までご一報くださ

い。         

仙台大学 広報室                       

直通  0224‐55‐1802       

Email kouhou@sendai-u.ac.jp 
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・「2018東北こども博」を開催 

 ～近づく2020東京5つの輪 遊べ、オモ 

 チャで、スポーツで！～ 
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・第4回プラぞり大会を開催 

 ～ソリ競技の魅力を伝えよう～  
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・スポーツ頭部外傷セミナーを開催しま 

 した 

・就活キックオフセミナー第3回戦を開 

 催しました 

・健康・体力づくり事業財団より本学に 

 感謝状 
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・仙台接骨医療専門学校「包帯巻きコン 

 テスト」デモンストレーション講師と 

 して実技講演 

・仙台大学保護者のための就活セミナー 

 が開催されました 

・スポーツ情報マスメディア学科：卒業 

 論文中間発表会を開催 
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・男子バレーボール部：秋季リーグ戦 

 全勝優勝（リーグ戦3連覇） 

・硬式テニス部：全日本大学対抗テニス 

 王座決定試合の結果 
・男子サッカー部：第43回東北地区大学 

 サッカーリーグ優勝  

 全国大会出場決定 
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・男子バスケットボール部：全日本大学 

 バスケットボール選手権出場 

・女子バスケットボール部：インカレ出 

 場決定 
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・手話CAFEをオープンしました 

・「柴田町環境美化花いっぱい運動」へ 

 の参加について 

・槻木中学校から2名が職場体験しました 
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・上海体育学院と日系幼稚園，中国幼稚 
 園視察報告 
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・「高校スポーツの安全を守る」Vol.7 
・平成32年度教員採用試験対策「教採 
 塾」がスタート 
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Monthly Report 

Monthly Report 

各会場の様子 

「2018東北こども博」を開催 

～近づく2020東京5つの輪 遊べ、オモチャで、スポーツで！～ 

 10月6日（土）・7日（日）本学を会場に「2018東北こども博」が開催さ

れ、2日間で17,300名の方々がご来場くださいました。 

「東北こども博」は、2011年3月11日に発生した東日本大震災の復興支援の

一環として「被災地の子どもたちに元気を」を合言葉に始まり、今年で8回

目を迎えました。子どもたちに、遊んで、からだを動かし、元気になって

もらおうとウルトラマンRやシルバニアファミリーのステージショーやス

ポーツ体験、おもちゃ遊びコーナーなど全国の玩具メーカーや地元企業な

ど117団体のご協賛があり、本学の学科の特色を生かした子ども運動教育学

科の木育広場「木練がっこう」、運動栄養学科の「PETボトルでパン作

り」、健康福祉学科の「ロボットと触れ合おう」など、様々な催し物に各

会場では大人も子どもも夢中になって楽しんでいました。 

 

 本学約800名と明成高校35名の学生ボランティアが2日間に渡り「東北こ

ども博」を支え、無事に閉幕となりました。 

皆様のご来場、誠にありがとうございました。  

〈 目  次 〉 

  木育広場「木練がっこう」         「ロボットと触れ合おう」 
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10月13日（土）、柴田町の太陽の村で「第4回プラ

ぞり大会」が開催されました。宮城県内在住の小学1

年生から6年生までの児童と保護者の約30名が参加

し、斜度25度の芝生の上をプラスチック製のソリに

乗って25ｍ先のゴールまでのタイムを競います。第4

回目の本大会では、冬季オリンピックの正式種目に

なっている「ボブスレー・リュージュ・スケルトン」

のソリ競技の魅力を知ってもらうことを目的として、

宮城県ボブスレー・リュージュ・スケルトン連盟と柴

田町総合型地域スポーツクラブが主催し、本学ボブス

レー・リュージュ・スケルトン部が「仙台大学の専門

教養演習」の授業の一環として協力し、行なわれまし

た。 

 はじめに、本学の学生から怪我や事故の無い様に準

備運動や諸注意を話した後に、子どもたちにそりを速

く滑るコツや乗り方・止まり方などをレクチャーする

講習会を実施しました。一本一本滑るごとに、更に速

く滑る方法やアドバイスを学生から参加者へ伝え、短

い時間で上達できるような時間を設けました。その後

にレースを行いました。レースは小学校高学年が対象

の「一人乗りの部」と小学校低学年とその保護者が対

象の「二人乗りの部」を開催いたしました。初めはな

かなかプラぞりをコントロールできなかった児童も本

番ではうまく滑ることが出来る様子が多く見受けられ

ました。参加者達は終始、歓声を上げながらそり滑り

を存分に楽しみました。 

柴田町から訪れた小学6年生の女子児童は、「スピー

ドが速くて難しかったけど、大学生のお兄さん・お姉

さんに教えてもらいながら出来るようになったので、

とても楽しかったです。来年もまた参加したいです」

と話してくれました。 

  

二人乗りを滑走する親子の様子＝太陽の村  

学生から乗り方を指導されている様子  

 その他に本大会では、ボブスレー・スケルトン競技の

ことをより知って頂く為の競技紹介ブースの設置・ロー

ラースケルトンの体験会も同時に行いました。実際に競

技をしている様子の映像や道具、オリンピックのグッ

ズ、ナショナルチームに所属している学生の「JAPAN」

と書かれているウェアの展示、競技にまつわるクイズな

どを行いました。また、ローラースケルトンの体験で

は、地面から数センチの高さで前を見て滑走する日常生

活では感じる事の出来ない世界観やスピード・迫力を疑

似体験、今まで知る事のなかったソリ競技について体験

する機会を設けられました。 

 今回のプラぞり大会を通して、競技運営のリー

ダーを務めた本学ボブスレー・リュージュ・スケルトン

部の平山満敬さん（体育学科3年－栃木・烏山高校出

身）は「今年で4回目を迎えたプラぞり大会ですが、こ

れまでは自分たちで、イベントを企画・運営し、人間力

を養うこと、そり競技を知ってもらい、楽しさを伝える

ことを目的として毎年行ってきました。今大会より柴田

町総合型地域スポーツクラブ柴田町スポーツ振興課のお

力をお借りし、柴田町と共同開催できるまで大きなイベ

ントを開催できる事となりました。これまで自分たちで

行ってきた大会をもう一度見つめ直し、町と行うことで

より良いイベントになるように準備を進めました。時間

が合わず、町の方やボランティアの学生を含めて全員で

リハーサル等ができず不安な部分もありましたが、本番

当日は、私たちや町の方、ボランティアの学生でうまく

協力・連携し、無事参加者の方々を楽しませることがで

き、円滑に進めることができました。このプラぞり大会

に携わっていただいた方々に心から御礼の言葉を申し上

げます。本当にありがとうございました。」と話しまし

た。 

本大会で4回目を無事に終えることが出来ました。こ

れまでたくさんの方々のサポートにより、ここまで大会

を発展することが実現しました。年々、色々な事を経験

し積み重なる事で新たな発見・課題や反省が見つかりま

す。来年度も柴田町総合型地域スポーツクラブと連携

し、更に地域に根付いたイベントを企画・開催していこ

うと考えております。2022年北京五輪・2026年五輪へと

続く冬季オリンピックに向けてソリ競技の中心であり続

ける事、自分たちの競技力向上はもちろん、地域の方々

にも応援されるような選手の育成・競技普及活動実施 

を目指して活動して参ります。 

＜報告：進藤亮祐新助手＞ 

ローラースケルトン体験と競技紹介ブースの様子 

第4回プラぞり大会を開催～ソリ競技の魅力を伝えよう～  
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 スポーツ頭部外傷セミナーを開催しました 

 

 10月11日（木）仙台大学にてスポーツ頭部外傷セミナーを開催しました。

講師は、スポーツ頭部外傷において国内の第一人者である、東邦大学医療セ

ンター大橋病院脳神経外科講師の中山晴雄先生をお迎えしました。中山先生

は、国内外問わず様々な現場に自ら足を運ばれ、knowledge translationや

スポーツを安全に行える環境の構築を目指し活動されております。今回のセ

ミナー参加者は、教職員・学生を含め50名程で、アスレティックトレーナー

関係者やアスレティックトレーナー部学生はもちろんの事、医師、看護師、

ストレングストレーナー、養護教諭や保健体育教員志望の学生、コンタクト

スポーツ部活動所属学生など、幅広い参加がありました。 

 セミナーでは、急性硬膜下血腫と脳震盪発生のメカニズム、脳震盪の診

断の難しさ、脳神経修復過程について、再発予防対策の大切さ、段階的な競技復帰、現場での競技続行か否かの判

断、後遺症について、画像所見を交えての実例紹介など、非常に専門的な内容を分かりやすく解説していただきま

した。 

スポーツ活動中における頭部外傷には、命に関わる病態も含まれ、脳震盪に関しては病態の認識と再発の予防が最

も大切だと感じます。特に若年層や女性はより影響を受けやすく、適切な対処が望まれます。頭部外傷への理解は

非常に難しいものですが、スポーツに関わる少しでも多くの人が、適切な知識と対処法を身につけていけるよう、

我々も尽力しなければならないと感じます。 

参加学生らは、脳震盪の怖さを改めて認識し、再発予防には周囲との密なコミュニケーションを取る事や、その選

手がなぜ脳震盪になったかを解明する必要性がある事を知り大変参考になった、との声が多く聞かれました。 

＜報告：鈴木のぞみ助手＞ 

       セミナーの様子 

健康・体力づくり事業財団より本学に感謝状  
  

 本学が養成校である健康運動実践指導者・健康運動指導士の資格認定団

体、公益財団法人 健康・体力づくり事業財団が創立40周年を迎え、9月

13日（木）記念式典が開催されました（於：東京）。本学は、「永年にわ

たり健康づくりのための運動指導者育成を行い、国民への健康づくりの普

及啓発にも大きく寄与した」ことで、理事長感謝状受賞者「健康運動指導

士・健康運動実践指導者養成校の部」で感謝状を授与されました。この場

を借りて、関係各位に厚く御礼を申し上げます。式典では、厚生労働省、

文部科学省等からの来賓ごあいさつにつづき、寛仁親王妃信子殿下による

記念講演「私の健康づくり」などもあり、大変有意義でした。  

＜報告：小松正子教授・真野芳彦准教授＞ 

就活キックオフセミナー第3回戦を開催しました  

 

 10月16日（火）に3年生を対象とした「就活キックオフセミナー第3回

戦」を開催いたしました。今回のテーマは「地元優良企業の見つけ方」と

し、数多くの企業の中から本当に自分に合った将来性のある魅力的な１社

を見つけるにはどうしたら良いのか。企業の名前や規模だけに惑わされ

ず、優良企業を見分ける選択をするために必要な知識について就職関連業

者の専門講師から講話を受けました。 

売り手市場で陥りやすい罠にかからないためにも、自己理解をしつつ情報

を多く得ることの重要性を再確認しまし、受講生からは「これからの動き

方が理解できた」「自分が知らない企業がまだまだあることを知った」と

いう感想が寄せられました。 

 引き続き、入試創職室では学生がよりよい就職活動ができますよう、サ

ポートしてまいります。 

＜報告：入試創職室＞ 

    真剣なまなざしで説明を聞く受講生 
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仙台接骨医療専門学校「包帯巻きコンテスト」デモンストレーション講師として実技講演 

 
 10月17日に学校法人東北柔専仙台接骨医療専門学校柔道整復学

科にて開催された「包帯巻きコンテスト」の実技審査員および、

デモンストレーション「テーピング」実技講師を務めてきまし

た。柔道整復師として最も基本的な治療技術である包帯巻きは、

他の代替方法(テーピングなど)の普及により、柔道整復業界の中

でも、十分な包帯巻きが行える柔道整復師が減少してきていま

す。そんな中、仙台接骨医療専門学校ではその「包帯巻き」に力

を入れている柔道整復師養成校です。年に１度「包帯巻きコンテ

スト」が開催されており、今回はその第26回目でありました。コ

ンテスト種目は学年毎に内容が異なり、1年生は肩軟部組織損傷、

2年生は肩関節前方脱臼、3年生は橈骨遠位端部骨折について、制

限時間を設け、柔道整復師特有の厚紙副子や金属副子、綿花、包帯、三角巾などを使用し、各自日頃の成果を競う

コンテストとなっております。デモンストレーションでは、今年度より柔道整復師認定実技試験(国家試験)より追

加項目の「テーピング」について、私が普段の高校(川平)ATとして実施している方法を、巻き方一つ一つ見解を説

明しながら実技講演してきました。内容は大きく3つ、①基本の足関節テーピング②伸縮テープを用いた応用足関節

テーピング③スポーツ傷害後の腫脹コントロールおよび実践的なRICE処置について実技を交えながら講演。国家資

格を目指す約120名の学生達は、柔整教科書とは違った方法や、スポーツ現場での実践的な知見について非常に興味

深そうに聴講しているのがとても印象的でした。アスレティックトレーニング領域としてテーピングも含まれてい

ますが、柔道整復領域にも「テーピング」の概念が普及していることがわかりました。それぞれ専門家としての知

見や技術は異なる点があります。どちらが良いということではなく、他職種の特徴を理解しつつ、それぞれが持つ

特徴や強みをどう活かしていくことができるかが重要です。本学として力を入れているアスレティックトレーニン

グの普及発展へ向け、自身の活動に繋げていきたいと思います。              

＜報告：小野勇太助手＞ 

専門学生に実技講演する小野勇太助手 

仙台大学保護者のための就活セミナーが開催されました 
 

10月27日（土）13時30分からＢ300番教室において、「仙台大学保護

者のための就活セミナー」が実施され、3年生の保護者の方101名にご参

加いただきました。 

 冒頭に遠藤保雄学長からの挨拶の後、前半では「仙台大生の就職活動

の特徴と保護者の役割」と題し、仙台大学の学生に焦点をあてた切り口

で藪耕太郎准教授（創職チームリーダー）より説明がなされ、引き続き

「教員採用試験の現状と対策」について、教職支援センターの金井セン

ター長より本学生の教員採用試験への出願状況や各自治体の教員採用試

験の状況、また本学の教員志望者への支援や取り組みを説明いたしまし

た。後半では、本学OBでもある株式会社ディスコ東北支社の貫洞直希氏

より「大学生を取り巻く就職環境と就活における親の関り方」をテーマ

に、現在の就職環境や就職活動の流れ、保護者が理解しておくべきこと

や役割について講演頂きました。これからも入試創職部では、目まぐる

しく変わる就職環境の中で学生一人一人が十分納得した就職活動ができ

るよう支援を継続してまいります。 

＜報告：入試創職室＞ 

  

「仙台大生の就職活動の特徴と保護者の役割」と題し、

説明する藪耕太郎准教授 

スポーツ情報マスメディア学科：卒業論文中間発表会を開催 
  
10月23日（火）LC棟1階にて、スポーツ情報マスメディア学科・スポーツ
情報戦略領域のゼミ4年生による卒業論文中間発表会を開催しました。中
間発表会は、はじめにひとりずつポスター前で研究概要を発表した後、フ
リーディスカッションの時間で議論を交わしました。 
 4年生の発表は、「レセプション返球位置によるスパイク効果率と勝敗
の関係」や「フリースローにおけるルーティーンが成功率に及ぼす影
響」、「大学野球の配球分析」など、この領域らしい研究テーマが数多く
ありました。発表会を終えて大橋渉さん（4年）は、「多くのアドバイス
を基により詳細な分析をして、質の高い論文を完成させたい」と、3ヶ月
後の論文提出に向けた意気込みを語ってくれました。 
＜報告：スポーツ情報マスメディア学科＞  

        発表会の様子 
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男子バレーボール部：秋季リーグ戦全勝優勝（リーグ戦3連覇） 
 第53回東北バレーボール大学男女リーグ戦9月15日（土）～10月21日（日）まで行われ、予選リーグ、順位決

定リーグを10勝0敗で全勝し、昨年度の秋、今年度の春に続き、優勝（3連覇）することができました。 

また、多くの個人賞も受賞できました。 

＃1堀籠力斗 最優秀選手賞 セッター賞 

＃2後藤万澄 スパイク賞第1位 ブロック賞第1位 

＃6髙橋生祈 レシーブ賞第2位 サーブ賞第3位 

＃10飯田頼 ベストディガー賞 レシーブ賞第1位 

＃11十文字龍翔 スパイク賞第2位 ブロック賞第3位 

ベストオブサポート賞 仙台大学 

 

<報告：男子バレーボール部＞ 

硬式テニス部：全日本大学対抗テニス王座決定試合の結果 
10月20日（土）に行なわれた、全日本大学対抗テニス王座決定試合東北地区男子1部2部入れ替え戦で9-0の全勝を

もって勝利しました。男子が1部リーグに復帰したのは13年ぶりとなります。応援いただきました、関係者の皆

様、学内よりご声援くださいました皆様、本当にありがとうございました。 

 

開催場所：仙台大学テニスコート 対 青森大学 

ダブルス 

①大久一真（2年）・遠藤亜蘭（2年） 6-4,6-7(3),6-2 〇 

②遠藤義輝（4年）・田中翔馬（1年） 6-2,6-2 〇 

③半杭伸太郎（4年）・飯坂将広（3年） 6-4,6-2 〇 

シングルス 

①大久一真（2年） 3-6,,DEF 〇 

②遠藤義輝（4年） 6-0,6-4 〇 

③田中翔馬（2年） 6-0,6-0 〇 

④遠藤亜蘭（2年）  6-1,6-0 〇 

⑤村上智哉（1年） 7-6(3),6-2 〇 

⑥飯坂将広（3年） 7-5,2-6,6-0 

ダブルス3-0  シングルス6-0  計9-0 

 

＜報告：硬式テニス部＞  

優勝後胴上げをされる石丸出穂監督 

男子テニス部メンバー 

男子サッカー部：第43回東北地区大学サッカーリーグ優勝 全国大会出場決定 
第43回東北地区大学サッカーリーグ第13節 

仙台大学対東北学院大学(11：00KO・みやぎ生協めぐみ野サッカー場A) 

◇試合結果 

仙台大学3-1東北学院大学(前半1-1・後半2-0) 得点者：松尾、本吉、薄葉 

◇試合経過 

 前半11分14番薄葉のシュートが決まり、先制点を決めましたが、その後33

分に東北学院大学に1点を決められ、前半を同点で折り返した。後半開始から

シュートを打つも決めきれずにいましたが、後半59分10番松尾の勝ち越しの

ゴールが決まると、72分にも9番本吉が追加点を挙げ3-1で勝利しました。 

 この結果、第43回東北地区大学サッカーリーグ優勝を決め、18年連続35回

目の全日本大学サッカー選手権大会への出場権を獲得しました。全国でも勝

利できるよう、ご声援よろしくお願いします。 

 

＜報告：男子サッカー部＞  

     試合前の集合写真 
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女子バスケットボール部：インカレ出場決定 
 

 第19回東北大学バスケットボールリーグ兼 男子70回・女子65回東北大学バスケットボール選手権大会が、8月31

日～9月2日、8日、9日（一次リーグ）、10月12日～14日（二次リーグ）に行われました。 

 一次リーグでは、3位通過と不本意な結果だったため、二次リーグで巻き返しを図れるように約一ヶ月間の猛練習

に励み、二次リーグでは、攻撃の手を緩めず全員で守り、第2位（5勝3敗）2年連続15回目の全国大会出場権を得る

ことが出来ました。 

 今後は、12月10日(月)～12月16日(金) 東京 代々木体育館で行われる全日本大学バスケットボール選手権大会に

向けて、各地区の強豪校とも張り合えるように、また練習に励みます。 

応援よろしくお願いします。 

 

○一次リーグ             ○二次リーグ       

仙台大学   〇81-74 岩手大学      仙台大学   〇90-64 東北学院大学  

       〇75-71 富士大学           〇91-74 福島大学 

           ×51-72 東北学院大学         ×69-76 富士大学 

          ×62-80 福島大学 

           〇87-73 山形大学 

      

〇個人賞 

      敢闘賞 工藤千穂（4年） 

      優秀選手賞 吉田晴香（4年） 

      得点王 清水理香子（4年） 

      3ポイント王 清水理香子（4年） 

  

＜報告：女子バスケットボール部＞ 

男子バスケットボール部：全日本大学バスケットボール選手権出場 
 

 第19回東北大学バスケットボールリーグ兼男子70回・女子65回東北バスケットボール選手権大会が、8月31日～9

月2日、8日、9日（1次リーグ）10月12日～14日（2次リーグ）に行われました。1次リーグの上位チームとの対戦で

は、終始相手を追う展開となりましたが、持ち前の粘り強さを発揮し逆転勝ちすることができ、全勝で折り返すこ

とができました。2次リーグの前にケガ人が出るなど、全員がそろって十分な練習ができない中で2次リーグを迎え

ましたが、チームの総合力（6勝2敗）で4年ぶりに優勝をすることができました。 

 今後は、12月10日～16日に行われる全日本大学バスケットボール選手権（インカレ）に出場します。（2年ぶり

14回目の全国大会出場）全国の強豪校に勝利することができるよう、日々ハードに、謙虚に練習に励んでいきます

ので応援よろしくお願いします。 

 

〇1次リーグ                  〇2次リーグ 

仙台大学 〇121-49 青森中央学院大学    仙台大学  ×66-68 東北学院大学 

     〇120-56 秋田大学              〇66-52 富士大学 

     〇84-80 岩手大学               ×80-92 岩手大学 

     〇70-67 東北学院大学 

     〇70-49 富士大学 

 

〇個人賞 

     最優秀選手賞 鈴木 亮也（4年） 

     優秀選手賞  山田 亜聖（3年） 半澤 一貴（2年） 

     アシスト王   鈴木 亮也（4年）  

 

＜報告：男子バスケットボール部＞ 

記念写真 

記念写真 



7 Monthly Report Vol.150 / 2018 OCT.  

「手話CAFE」をオープンしました 
  

 平成28年4月に「障害者差別解消法」が施行され、国立大学では合理的

配慮の義務付けがなされています。私立大学はまだ努力義務になってはいる

ものの、今後の状況を考えると、我が仙台大学も先んじて情報収集等を行っ

ていくことが重要と感じています。そこで学生支援センターでは、手話の認

知及び手話技術の向上、聴覚障害に関する理解を深めることを主な目的とし

て、10月22日（月）に第1回目の「手話CAFE」を開催しました。参加者は、

学生が16名、教員が3名、職員が9名の計28名が茶菓を楽しみながら気軽に参

加できる雰囲気の中、手話を通して学生や教職員など様々な人との交流の場

となりました。 

講師である新助手の佐々木琢磨氏は笑顔を絶やさず手話を教えてくれたた

め、参加者も笑顔で活動することができ、取材者やカメラマンも巻き込み、

終始にこやかな雰囲気で行われました。 

「手話CAFE」には、手話を広めるというねらいの他にもう一つ目的があ

り、学生支援センターは5つのグループに分かれて活動していますが、その1

つに「キャンパスライフサポートグループ」があります。このグループは、

大学になじめない、もっと気軽に話し合える仲間が欲しいという学生の悩み

に寄り添い、仲間づくりの場を提供する活動を行っています。 

「手話CAFE」は上記の2つの目標達成をめざし、毎週月曜日12:00～12:30に

学生支援室で開催します。是非、学生のみならず、多くの教職員の皆様も気

軽にご参加ください。 

＜報告：学生支援室＞ 

   第1回目の手話CAFEの様子 

「柴田町環境美化花いっぱい運動」への参加について 
  

10月30日（火）、毎年恒例となった「柴田町環境美化花いっぱい運動」に柴

田町商工会女性部と仙台大学柔道部の学生12名が参加しました。今回も船岡

駅前で葉牡丹とビオラの植え替え作業と大学までの歩道と学食前に設置した

プランターの植え込み作業を行い、作業中は柴田町商工会女性部の方と学生

たちは談笑しながら楽しく作業を進めていました。この運動が町内の環境美

化並びに地域の活性化の一助となれば幸いです。 

＜報告：学生生活室＞         記念写真      

槻木中学校から2名が職場体験しました 
 

 11月1日（木）2日（金）に仙台大学で職場体験をし、1日目の午後にスポーツ

健康科学研究実践機構で11月3日に柴田町で行われる「全国フットパスの集い」

の準備の仕事と広報室で取材と記事作りを体験しました。今回はスポーツ健康

科学研究実践機構の仕事について紹介します。 

 スポーツ健康科学研究実践機構は仙台大学講義棟（B棟）3階に部署があり、

ジュニアアスリートを発掘したり、地域貢献をする部署で、ジュニアアスリー

ト養成事業では小学生に競技だけでなく、メンタル面や食事などを学んでもら

い、もっと競技を好きになってもらう、続けていってもらうことを大切にし、将

来「トップアスリートとなってもらうこと」を目的としています。 

 また今日は地域貢献として「フットパスの集い」のイベントの準備の仕事を体

験しました。フットパスとは、柴田町に全国からフットパスに参加したい人々が

応募し、柴田町の史跡などを観光するもので、イギリス発祥の集いです。今回の

仕事内容は大抽選会を行う為の景品詰め作業や参加者の名札作りを行いました。

職員の方にやさしく説明して頂きながら丁寧に作業を行いました。 

今回の作業で仕事をすることの大変さを理解できた2日間となりました。 

＜報告：槻木中学校2年 安藤夢望 泉田晶斗＞  

    名札作りを行う様子 

スポーツ健康科学研究実践機構の取材

をする様子 
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上海体育学院と日系幼稚園，中国幼稚園視察報告  

 

10月17日からの5日間、本学子ども運動教育学科の久能学科長、針生教授、金准教授の3人で、上海市にある

上海体育学院と日系幼稚園、蘇州市の中国幼稚園の視察を行いました。 

初めに視察した上海体育学院は、1952年開設の中国で最も歴史の長い体育単科大学で、本学とは2002年5月

13日に国際交流協定を結び、交流を図っています。2008年以降は本学大学院生や学部卒業生を中国国費留学生

として同大学大学院へ派遣しています。また、本学大学院では上海体育学院からの留学生も学んでおり、2011

年にはダブルディグリー制度が導入されました。広いキャンパスの中にある卓球棟やバスケットボール棟、

400mトラックや走り高跳び、走り幅跳びなどの陸上競技が同時に行える室内の陸上競技棟などを見学し、昼食

の会場となった学生食堂の2階にある迎賓室では、潘副書記から熱烈な歓迎を受けました。懇談には戸国際交

流センター長と2名の職員の方々も同席しました。その席では、両大学のこれまでの学生や教職員間の学術交

流、教育事情、幼児教育等が話題となり、この視察の様子は、大学のホームページにも紹介されました。 

次に、日本人の子どもを対象とした2つの日系幼稚園の視察を行いました。1996年に開園した上海美しが丘

モンテッソーリ幼稚園は、白とピンクを基調とした外壁に包まれていました。中本園長さんの案内で施設見学

をした後、情報交換を行いました。中国では、1つの教室の中に幼児の学習室とホール、トイレの3つの設備が

必要なことや、職員さがしの状況に大きな変化が出てきていることなどが話題となりました。中本園長さんか

らの「日本で職員を募集すると、以前とは異なり応募者がなく苦慮している。今の日本の若い人達は、内向き

になっているように感じる」という言葉が印象的でした。 

2006年に開園したさくら幼稚園は、旧日航ホテルを改修した1階にありました。園長の紀伊さんは、以前は

日本企業「味の素」の職員だった経験を生かしながら「株式会社日中社」を立ち上げ、今はその傘下のさくら

幼稚園の園長も兼務していました。園舎は以前ホテルだったこともあり、冷暖房完備の強みを生かし、創り出

すことの喜びを通じて成長していけるような「創造力」と相手の立場になって考える「想像力」の育成に力を

入れながら、体験重視の幼稚園経営をされていました。 

中国幼稚園の視察は、上海から新幹線で30分程の蘇州市で行いました。高層ビルに囲まれた広い敷地の中に

ある、孫文の妻である宋慶齢の精神を受け継ぐ宋慶齢国際幼稚園には、手入れされた芝生が広がり、室内温水

プールもありました。また、外観は落ち着いた茶色で統一され、園周辺の緑の樹木とよくマッチしていまし

た。インターナショナルクラスも有り、3階建てのどの教室も整理整頓が行き届いていました。園の給食をい

ただいた後、本学の金准教授が世界各国における幼児の体力の現状についての話題を提供し、意見交換を行い

ました。私達の視察の様子は、園のホームページにも紹介されました。 

蘇州珍殊湖幼稚園は、市郊外の農村の中にあり、私達が到着した時には園児全員が外で元気に活動していま

した。園児はボールやミニハードル、ドラム缶転がし、タイヤ跳びなどの職員手作りの遊具で楽しく運動して

いました。また広場では道路の歩行や横断の仕方などの実地学習も行われていました。園長さんのリーダー

シップのもと、職員が一丸となって活動プログラムを考えたり、遊具の制作、配置などを工夫したりしなが

ら、幼児の体力作りに取り組む中国幼稚園の姿を見ることができました。 

いずれの視察においても熱烈歓迎を受け、中国における幼児教育の現状について知ることができました。5

日間私達に同行し、視察プログラムや通訳も担っていただいた本学卒業生で、現在中国国費留学をしている菊

地貴志さんに心から感謝したいと思います。        

〈報告：針生 弘教授〉 

       上海体育学院前で記念写真              職員手作りのドラム缶転がしで楽しく運動する 

                                 蘇州珍殊湖幼稚園の子どもたち     
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 健康スポーツコースＡＴ・Ｓ＆Ｃ授業の紹介 （担当：白坂広子助手） 

 

川平アスレティックトレーニングでは昨年度後期より健康スポーツコース1、2年生を対象に保健体育授業でＡ

ＴとＳ＆Ｃ分野を特別授業として教えています。この事業は健康スポーツコースより「スポーツに関する幅広い

知識を生徒に身に付けさせたい」という先生方の教育方針から依頼を頂き開始しました。特別授業は年間を通し

て32時間あり、「コンディショニング」「スポーツ栄養」「テーピング」「運動学基礎」「女性特有のスポーツ

傷害」「レジスタンストレーニング」「アジリティ」などスポーツを多方面から学ばせています。授業構成は前

半に基本的知識を講義し、後半に実技で応用的に自分たちの競技と関連させ学ばせる方法をとっています。例え

ば栄養の授業では初歩的な栄養学を講義で学び、実技で日常を例に食品選択を考えさせます。コンディショニン

グ授業の実技では脈の計り方、ＢＭＩ値の計算、関節弛緩性のチェックなどを行います。レジスタンストレーニ

ング授業では講義で身体がどのようにパワー発揮をしているのかを学び、実技で正しいトレーニングフォームを

学びます。多くの生徒はスポーツに関する様々な知識に興味を持ち意欲的に授業に参加し、将来トレーナー志望

で熱心に勉強する生徒も見受けられます。 

健康スポーツコースには部活動に熱心に打ち込み、将来的にスポーツに関する進路や職業を選ぶ生徒たちが大

勢います。私達は授業を通してスポーツを「やる」ことだけではなく、スポーツを「考える」ことの大切さを伝

え、生徒たちが将来スポーツを多方面から考えることができる人材として成長できるための基盤づくりをしてい

ます。 
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「高校スポーツの安全を守る」Vol.7 

平成32年度教員採用試験対策「教採塾」がスタート  

 

 10月23日（火）16:00より、平成32年教員採用試験対策としての「教採塾」がスタートしました。開講式では

教員採用試験合格を目指す1～3年生の学生が多数集まり、先生方の話を熱心に聞いていました。 

 開講式に引き続き、青沼一民副学長による授業が行われ、参加学生は教員になる気持ちを更に深めたようで

す。 

なお、今年度の教員採用試験（10月23日現在）では、既に10名の4年生が現役合格を決めています。教採塾は、

週3回～教員採用試験に係る様々な科目を学生に提供する予定です。 

<報告：教職支援室＞ 

    開講式で説明を行う金井里弥講師                青沼一民副学長による授業の様子 


